
１．は　じ　め　に

　前報１）において，女性が求める理想の男性像の範囲を明らかにするために，女子大学生を対

象に，恋愛と結婚相手の条件，および理想の男性と男性の日常行動・性格・恋愛特性などに関

する許容範囲についてアンケート調査を行った。その結果，女性が結婚相手に求める条件の１位

は経済力であり，また経済力を重視するか否かによって，男性の許容範囲の意識に差が見られた。
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── A Relation between Women’s Consciousness toward their Ideal Images 
of Men and their Images of their Favorite Male Idols──
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Abstract

By analyzing women’s romantic views about their favorite male Idols and their images from the re-
sults of a questionnaire given to female college students and considering the relation of women’s con-
sciousness toward their ideal images of men, this paper clarifies as follows:
● Female college students who prefer intellectual male Idols not popular among girls are more likely 
to prefer men who are not interested in fashion or straightforward with women.
● Female college students who don’t like male Idols with a keen interest in fashion are more likely 
to prefer men who are not straightforward with women, and to regard men’s personalities as more 
important than their appearances.
● Female college students who prefer young-boy like male Idols are more likely to want men to rely 
on them and to look for men with strong maternal instincts.
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　このような許容できる男性の行動や性格の違いは，被験者の女性の価値観やライフスタイル，

および個人的な「異性の好み（タイプ）」等と関係が深いと考えるが，それでは女性は理想的

な男性の具体像をどのように捉えているのであろうか。

　そこで，本研究では被験者である学生に好きな男性有名人を挙げてもらい，また男性有名人

にどのような印象を持っているのかを回答してもらうことにより，理想の男性の具体像と，男

性の許容意識との関係について考察を行う。

２．調　査　方　法

（１）調査時期

　２０１０年～２０１２年，および２０１４年

（２）調査対象

　被験者は広島女学院大学学生６３６名である。

（３）調査内容

　質問紙法によるアンケート調査を実施した。

１）　好きな男性有名人調査

　被験者が好きな男性有名人（タレント，アイドル，俳優，歌手・アーティスト，モデル，ス

ポーツ選手等）を３人まで回答してもらった。

２）　好きな男性有名人のイメージ評価

　１）で挙げた男性有名人のイメージについて評価してもらった。評価には SD法を用い，男性

のイメージを表す形容語対１６項目を設定し，各有名人について，“そう思う”“ややそう思う”

“どちらでもない”“ややそう思う”“そう思う”の５段階で回答してもらった。評価に用いた

形容語対を表１に示す。

３）　理想の男性と男性の許容範囲についての意識調査

　前報１）において，理想の男性および男性の許容範囲に関する意識調査アンケートを行った。質

問項目および因子分析結果を表３に示す。
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３．結 果 ・ 考 察

（１）好きな男性有名人とイメージ評価

１）　因子分析

　女子大学生の好きな男性有名人に対するイメージの基本因子を抽出するために，１６個の形容

語対を変数に，全被験者の男性有名人に対する評価を観測回数として因子分析を行った。因子

分析には主因子法を用い，バリマックス回転法により，軸回転後の因子負荷量および各被験者

の因子得点を求めた。

　因子分析を行った結果，表１に示す４因子が抽出された。

　因子負荷量より各因子の意味を検討した結果，第１因子は，「知的－おバカ」「大人っぽい－

少年っぽい」「優等生－やんちゃ」等の因子負荷量が高い値を示していることから，“知的因子”

と解釈した。

　第２因子は，「イケメン－普通」「モテる－モテない」の因子負荷量が高い値を示しているこ
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表１　因子分析（好きな男性有名人のイメージ評価）
因子負荷量：回転後（バリマックス法）

第４因子第３因子第２因子第１因子
変　　　数　　　名

誠実さ因子男らしさ因子イケメン因子知的因子
０．０８７８０．１０９４０．１２４２０．７５３７知的－おバカ
－０．１１０８０．３４４７０．２０３８０．６８１９大人っぽい－少年っぽい
０．２６１０－０．１３６８０．０８４９０．６７５５優等生－やんちゃ
－０．０７５６－０．０００５０．０７５００．４８８０ミステリアス－わかりやすい
０．０２９００．０４７８０．７６３５０．１３０１イケメン－普通
０．０５７００．１２３３０．７５２２０．０８３２モテる－モテない
０．０５１１０．１５０５０．４９６１０．０９６５おしゃれ－ダサい
－０．００４９０．６３７７０．２７６２０．２２８８男らしい－男らしくない
０．２６１００．５６３５０．２１３５０．３３５０頼りになる－頼りない
－０．１２３６０．４２０００．３０１３０．２９１０セクシー－さわやか
０．２５３２０．３７２２０．０３５７－０．１９９０面白い－面白くない
０．１５２７０．２５０１－０．０１３２０．０１９２個性的－平凡
０．２８７１－０．５８１０－０．０９６４０．１１４９草食系－肉食系
０．６９９７０．１６１１０．０７５７０．０２５５性格がよい－よくない
０．６５７２０．０３６９－０．０２６３０．１４１７浮気しない－遊び人
０．３０６９－０．１３５６０．１１２１－０．２０４１母性本能をくすぐる－くすぐらない
１．３６９６１．６７４６１．７０７２２．１２５５固有値
８．５６％１０．４７％１０．６７％ １３．２８％寄与率（％）
４２．９８％３４．４２％２３．９５％１３．２８％累積寄与率（％）



とから，“イケメン因子”と解釈した。

　第３因子は，「男らしい－男らしくない」「頼りになる－頼りない」「草食系－肉食系（マイ

ナス値）」の因子負荷量が高い値を示していることから，“男らしさ因子”と解釈した。

　第４因子は，「性格がよい－よくない」「浮気しない－遊び人」の因子負荷量が高い値を示し

ていることから，“誠実さ因子”と解釈した。

　女性が好きな男性有名人のイメージは，これら４因子が基本となっているといえる。

２）　因子得点の分布

　今回の調査で名前が挙がった男性有名人の内，１０以上の票

数を得た人物について，各因子に対する因子得点の平均を算

出した。各男性有名人の票数の内訳を表２に示す。

　第１因子を横軸に第２因子を縦軸にとり，各男性有名人の

結果を分布させた分布図を図１に，第３因子と第４因子を横

軸と縦軸にとった分布図を図２に示す。

　図１より，第１因子“知的因子”がプラス，第２因子“イ

ケメン因子”がプラスの領域に分布している男性有名人は，

知的で大人っぽく，「イケメン」で「女性にモテる」と評価さ

れている。この領域を「Ａ完璧男子」と定義する。この領域

には，テレビドラマ等で活躍している若手人気男性俳優が多

く分布している。被験者は，彼らが演じている主人公の役柄

と，理想の男性像を重ね合わせて評価していると思われる。

　第１因子がプラス，第２因子がマイナスの領域に分布して

いる男性有名人は，知的で大人だが，容姿は平凡であると評

価されている。この領域を「Ｂ優等生」と定義する。この領

域には，実年齢も大人であるベテラン俳優や，個性的な役柄

を演じる実力派俳優（注１），ニュースキャスターも務める高

学歴人気アイドル（注２）などが分布している。彼らの実績

や才能が，支持されている要因ではないだろうか。

　第１因子がマイナス，第２因子がプラスの領域に分布して

いる男性有名人は，イケメンだが，知的さに欠けた“やん

ちゃ”な少年タイプであると評価されている。この領域を

「Ｃヒーロー」と定義する。この領域には，学園ドラマに出演

した経歴を持つ若手男性俳優が多く分布している。ドラマの
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表２　好きな男性有名人一覧

票数（人）名前
７１向井理
４０佐藤健
３７生田斗真
３７玉木宏
３５成宮寛貴
２９市原隼人
２９岡田将生
２９三浦翔平
２８福山雅治
２７櫻井翔
２６小栗旬
２５相葉雅紀
２５水嶋ヒロ
２４瑛太
２３三浦春馬
２１溝端淳平
１８山下智久
１７竹野内豊
１７松田翔太
１７松山ケンイチ
１６大野智
１６小出恵介
１６二宮和也
１５TAKAHIRO（EXILE）
１５西島秀俊
１４阿部寛
１４妻夫木聡
１３小池徹平
１３佐々木蔵之介
１３松本潤
１１木村拓哉
１０速水もこみち
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図１　男性有名人のイメージ評価　因子得点の分布（第１因子と第２因子）

図２　男性有名人のイメージ評価　因子得点の分布（第３因子と第４因子）



中では，学校で落ちこぼれて，家庭環境に問題を抱えた不良少年が，スポーツ，教師との絆，

仲間との友情によって更正していく姿が描かれている（注３）。いわゆる「不良っぽい」男性は，

これまでも幾度か，流行・ブーム（注４）が起こったことがあり，女性が惹かれる要素のひと

つであるといえる。

　第１因子，第２因子共にマイナスの領域に分布している男性は，少年っぽく，知的ではない

印象で，また容姿も普通であると評価されている。この領域を「Ｄ等身大」と定義する。この

領域には，現在最も人気がある男性アイドルグループ（注５）のメンバーが数名分布している。

本来この領域はネガティブな印象であるため，分布する対象は少ないが，彼らのファンである

被験者は，身近で親しみやすい人間性に惹かれているのではないかと考える。

　図２より，第３因子“男らしさ因子”がプラス，第４因子“誠実さ因子”がプラスの領域に

分布している男性は，男らしく，頼りになり，女性に誠実な男性であると評価されている。こ

の領域を「Ｅ男の中の男」と定義する。この領域には，テレビドラマや映画で，刑事，検事，

戦国武将，医者，戦隊ヒーロー（注６）を演じた男性俳優が多く分布している。

　第３因子がプラス，第４因子がマイナスの領域に分布している男性は，男らしいが浮気をし

そうな遊び人であると評価されている。この領域を「Ｆプレイボーイ」と定義する。この領域

に分布している男性有名人は，ドラマなどでプレイボーイ役（注７）を演じた経験があり，ま

た，女性雑誌等の好きな男性タレント特集において，上位にランキング（注８）された経験を

持つ。

　第３因子がマイナス，第４因子がプラスの領域に分布している男性は，「頼りない・草食系

男子」であるが，女性に誠実であると評価されている。この領域を「Ｇ純粋男子」と定義する。

この領域に分布している男性有名人は，若手俳優や人気アイドルグループのメンバーが多い。

ドラマやＣＭでは，頼りないが一生懸命仕事に取り組む会社員や学生を演じており（注９），

そのイメージが反映された結果と考える。

　第３因子，第４因子共にマイナスの領域に分布している男性有名人は，「男らしくない」，「誠

実さに欠ける」と評価されている。この領域を「Ｈ小悪魔男子」と定義する。この領域に分布

している男性は少なく，マイナスの評価値も小さい。したがって，被験者の女子大生は，この

領域のイメージを持つ男性を支持することは滅多にないと思われる。

（２）好きな男性有名人とイメージ評価と，理想の男性像に関する意識調査との関係

　前述の（１）における男性有名人のイメージ評価の結果と，前報において行った，理想の男

性および男性の許容範囲に関する意識調査アンケート（以下，理想の男性像に関する意識調査）

の分析結果（表３）との関係について考察を行った。
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表３　因子分析（理想の男性に関する意識調査）

因子負荷量：回転後 （バリマックス法）

第４因子第３因子第２因子第１因子
変　　　数　　　名

経済観念非束縛おしゃれ
男子

優柔不断・
草食系男子

０．０２９４０．１６５２－０．０８９２０．５９１１・会社で出世したいという希望はない男性
０．１４３５０．１９８３－０．０７８００．５１０２・自分の車を欲しいと思っていない男性
０．０５０００．０５１２０．０７６５０．４９６１・周囲から変わり者だと思われている男性
０．１５８０－０．１１３７０．０１２４０．４７３３・レストランでメニューをなかなか決められない男性
０．０６２６０．１４９９－０．０１４８０．４５４４・休日は外出せずに，家でダラ～っとしていたい男性
０．０７７３－０．０６０８０．０７５２０．４１７６・涙もろくて，感動すると人前でも号泣する男性
－０．０６３１０．００３４０．０７４３０．４０２２・新聞やニュースはあまり見ない男性
－０．０１００－０．０６３９－０．０２５８０．３６９１・毎日，同じ服を着ている男性
０．１１７０－０．１２０７０．１７３２０．３６７１・占いや迷信を信じている男性
０．３０６７０．０７６６－０．１８０２０．３６６４・他人におごることが嫌い（ワリカン主義）な男性
－０．１２４６－０．０６５８０．１１０２０．３５３７・友達から「お金を貸して」と頼まれると断れない男性
０．０７９８－０．０７１００．６８８４－０．０９９０・香水やオードトワレを付けている男性
０．０９８２－０．０６７４０．６６０１－０．０９６６・持ち物や服のブランドにこだわる男性
－０．０５９００．０３８８０．５６５６０．０７８０・耳にピアスをしている男性
０．０３６１－０．０８５１０．５２３１－０．０３７９・高級外車を乗り回したい男性
０．１４４１－０．０８５５０．４５８２０．２０１０・毎日，髪の毛をセットするのに時間を掛ける男性
－０．０８３８０．０３１６０．４１６２０．３１５５・正直，自分をイケメン（いい男）だと思っている男性
０．０４３３０．１５１００．３４２７０．３２１０・女性用ファッションアイテムを自分のおしゃれに取り入れる男性
－０．０１２６－０．０１２３０．２７０７０．２５８１・地道に働くよりも，自分の夢を追いかけたい男性
０．２５９２０．５９７４０．０３０１０．０４４９・恋人を束縛したくないし，自分も束縛されたくない男性
０．２０５５０．５４５７０．０５７２０．０４９１・自分の彼女が男友達や男の同僚と飲みに行っても干渉しない男性
０．１５２３０．３５３１０．１４２４０．１５４３・別れた元カノ（恋人）と友達関係を続けられる男性
０．００１７－０．５９２７０．２０２３０．０３４２・１日に何度も彼女にメールや電話をしてしまう男性
０．２２０７－０．４６５２０．２５８２－０．１０６５・記念日やイベント（クリスマス，バレンタイン）にすごくこだわる男性
０．０１３８－０．４１８０－０．１００７０．０９５０・彼女の携帯をチェックしたがる男性
０．０７０９－０．３１４００．１００２０．０８８８・仕事や勉強より彼女のことを優先する男性
０．１５３６－０．３０２３０．０７００－０．０２７２・デートの時は彼女のバッグを持ってあげる男性
０．５８６６０．００４８０．０１９８０．０８９８・お金の管理がきちっとしている（細かい）男性
０．５７９３－０．０２８５０．０１１００．００７７・将来のためにコツコツと貯金をしている（貯金が趣味の）男性
０．４３７６０．０４０４０．１６０９０．０３６２・几帳面できれい好き。机や部屋はきちっと整理整頓している男性
０．２９８２０．２９３９－０．０１５９０．１０９３・妻には結婚後も働いていて欲しい男性
１．４０７０１．９８７４２．３６７５２．５６９０固有値
４．５４　６．４１　７．６４　８．２９　寄与率（％）
２６．８７　２２．３３　１５．９２　８．２９　累積寄与率（％）



　好きな男性有名人ごとに，その男性有名人の名前を挙げた被験者の，理想の男性像に関する

意識調査の各因子に対する因子得点の平均値を算出し，座標軸上に分布させた。使用した男性

有名人は，前述の（１）の有名人に加え，表４に示す各カテゴリーに属する男性有名人の名前

を挙げた被験者の因子得点も分布させている。

　図３－１，図３－２は，理想の男性像に関する意識調査の第１因子“優柔不断・草食系男子”を

横軸に，第２因子“おしゃれ男子”を縦軸にとった座標軸上に，各男性有名人を選んだ被験者

の因子得点の平均値を分布させたグラフである。また，男性有名人を，（１）の分析結果で定義

したＡ～Ｈの領域ごとに，記号と色を変えて表示している。

　図３－１より，第１因子，第２因子共にプラスの領域に分布している被験者，すなわち，おしゃ

れな草食系男子が好き（許容できる）という意識が高い女子大生が選んだ男性有名人は，若手
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表４　好きな男性カテゴリー内訳一覧

＜お笑い芸人（ベテラン）＞＜スポーツ選手＞
票数（人）名前票数（人）名前
７若林正泰（オードリー）７内田篤人
２岡村隆史４坂本勇人
２高橋茂雄（サバンナ）４佐々木健介
２宮川大輔２内村航平
２山口智充２川島永嗣
２田村淳２堂林翔太
２５その他２前田健太
４２合計２涌井秀章

２井波靖奈
＜お笑い芸人（若手）＞１９その他

４６合計 票数（人）名前
７徳井義実（チュートリアル）
４綾部祐二（ピース）＜大人俳優（４５歳以上）＞
２井上聡（次長課長）票数（人）名前
２後藤淳平（ジャルジャル）６大沢たかお
２藤森慎吾（オリエンタルラジオ）６堤真一
２村上健志（フルーツポンチ）５舘ひろし
２村上純（しずる）４北村一輝
３その他３江口洋介
２４合計３椎名桔平

３仲村トオル
２香川照之
２唐沢寿明
２細川茂樹
２１その他
５７合計
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図３－１　理想の男性像に関する意識調査　因子得点の分布（第１因子と第２因子）
～好きな男性タレントのイメージ評価（Ａ～Ｄタイプ）による比較～

図３－２　理想の男性像に関する意識調査　因子得点の分布（第１因子と第２因子）
～好きな男性タレントのイメージ評価（Ｅ～Ｈタイプ）による比較～
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の男性俳優が多い。イメージ評価は，「Ａ完璧男子」，「Ｃヒーロー」，「Ｄ等身大」が分布してお

り，特に一貫性は見られなかった。また，この領域には，スポーツ選手と若手芸人のカテゴリー

が分布していることから，以前は注目されなかったカテゴリーのおしゃれな男性有名人が，理

想の男性像になったことは最近の傾向といえる。

　第１因子がプラス，第２因子がマイナスの領域に分布している被験者は，おしゃれに無頓着

な草食系男子が好きという意識が高い。これらの被験者が選んだ男性有名人は，年配またはベ

テランの俳優や芸人の名前が目立つ。また，イメージ評価では，「Ｂ優等生」と評価された男

性が多いことがわかる。草食系（＝優柔不断）で，おしゃれではない男性を好むということは，

優しくて，自分のスタイルを持っている（流行に左右されない）男性を好むと言い換えること

ができる。この領域の被験者にとって，落ち着いた大人の男性が理想であると思われる。

　第１因子がマイナス，第２因子がプラスの領域に分布している被験者は，おしゃれな男性が

理想であるが，優柔不断な草食系男子を許容できないという意識が高い。これらの被験者が好

きな男性有名人として，男性ダンス・ボーカルユニットのメンバー（注１０）や，ハリウッドの

人気俳優（注１１），若手人気俳優などが挙げられる。イメージ評価は「Ｃヒーロー」のカテゴ

リーの男性が多く分布している。顔が整った少年のような心を持った男性をイメージしている

ようだ。

　第１因子，第２因子共にマイナスの領域に分布している被験者は，草食系男子とおしゃれに

関心が高い男子のどちらも許容できない＝おしゃれに無頓着な肉食系男子（いわゆる硬派な日

本男児）が理想，という意識が高い女性である。この領域に分布している男性有名人は，国民

的アイドルグループのメンバー（注１２），理系出身の男性俳優（注１３），料理本を出版している

男性俳優（注１４）など，特徴に一貫性がみられない。イメージ評価の結果については，「Ａ完

璧男子」と評価された男性が比較的多く分布している。すなわち，「知的で，大人の，イケメ

ン男性」というイメージである。このイメージの中には，「料理が得意で家庭的な男性」（注１５）

という意味合いも含まれている。

　男性有名人のイメージＡ～Ｄの，特徴的な分布の傾向として，「Ａ完璧男子」は第１因子が

マイナス側に多く分布している。「知的・大人・イケメン」と評価された男性有名人を好きな

被験者は，優柔不断な草食系男子を許容できないということである。また，「Ｃヒーロー」は

第２因子がプラス側に多く分布していることから，おしゃれに気を遣う男性が好きな被験者は，

自身も流行に敏感であることから，若手の人気俳優をトレンドとして支持していると思われる。

　図３－２のイメージ評価カテゴリーＥ～Ｈの結果を見ると，「Ｆプレイボーイ」と評価された男

性有名人は，第２因子がプラスの側に多く分布していることがわかる。言い換えると，おしゃ

れな男性を理想とする被験者は，自分が好きな男性有名人を，男らしくて，浮気性であると評
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価しているということである。すなわち，男性に対して外見重視の傾向が強くみられる。また，

「Ｇ純粋男子」と評価された男性は，第２因子がマイナス側に多く分布していることがわかる。

これは，おしゃれな男性を許容できない被験者は，草食系で女性に対して誠実なイメージを持

つ男性，すなわち女性との交際に対して消極的な男性を好むということであり，男性の外見よ

りも，性格や人柄を重視していると思われる。

　図４－１，図４－２は，理想の男性像に関する意識調査の第３因子“非束縛”を横軸に，第４因

子“経済観念”を縦軸にとった座標軸上に，各男性有名人を選んだ被験者の因子得点の平均値

を分布させたグラフである。また，男性有名人を，Ａ～Ｈの領域ごとに，記号と色を変えて表

示している。

　図４－１より，第３因子，第４因子共にプラスの領域に分布している被験者は，女性を束縛せ

ず，几帳面で経済観念がしっかりしている男性が好き（許容できる）という意識が高い女性で

ある。彼女たちが名前を挙げた男性有名人は，ベテラン俳優や，人気アイドルグループのメン

バーが多い。また，イメージ評価において「Ｂ優等生」と評価された男性有名人が多く分布し

ていることから，年配の大人の男性や，女性にモテないイメージの男性は，恋人や配偶者を干

渉することはせず，また無駄遣いをしない几帳面で堅実な印象を持たれていると思われる。

　第３因子がプラス，第４因子がマイナスの領域に分布している被験者は，束縛をしない男性

を許容し，経済観念が強い男性を許容しない意識が強い。すなわち，恋人や配偶者の行動やお

金の使い方に対して過剰な関心を持たない，お互い独立した関係を好む傾向が強い。この領域

の被験者が挙げた男性有名人は，ベテラン男性俳優，ハリウッドスター，スポーツ選手カテゴ

リーなどである。イメージ評価では，「Ａ完璧男子」と「Ｄ等身大」と評価をされた男性の分

布が目立つ。「Ａ完璧男子」は，「モテる・大人」というイメージから，レディーファーストを

心得た男性という意味において，また「Ｄ等身大」と評価された男性は，「モテない・少年っ

ぽい」というイメージから，家庭の管理を妻に任せてくれる意味において，この領域に分布し

ているのではないかと考える。

　第３因子がマイナス，第４因子がプラスの領域に分布している被験者は，経済観念が強く，

女性を束縛するタイプの男性を好む傾向が強い。いわゆる「亭主関白型」の男性を支持してい

るといえる。彼女たちが挙げた男性有名人は，イメージ評価で「Ａ完璧男子」「Ｂヒーロー」

と定義した人気俳優が多い。「Ａ完璧男子」の俳優は，束縛するというよりは，女性に関心を

持って見守ってくれるという意味に捉えていると思われる。「Ｂヒーロー」の場合は，少年の

イメージが強いため，女性を頼ってくれるという意味に解釈することができる。

　第３因子，第４因子共にマイナスの領域に分布している被験者は，女性を束縛する男性を許

容するが，金銭感覚を身につけた几帳面な男性を許容しない意識が強い。この領域の被験者が

女子大生の恋愛と結婚に対する意識調査（第２報） 33



三木　幹子34

図４－１　理想の男性像に関する意識調査　因子得点の分布（第３因子と第４因子）
～好きな男性タレントのイメージ評価（Ａ～Ｄタイプ）による比較～

図４－２　理想の男性像に関する意識調査　因子得点の分布（第３因子と第４因子）
～好きな男性タレントのイメージ評価（Ｅ～Ｈタイプ）による比較～
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挙げた好きな男性有名人の中で，最も両因子の値が突出しているは，男性ダンス・ボーカルユ

ニットのメインボーカル（注１０）の男性である。この男性のイメージ評価は「Ｃヒーロー」で

あり，「やんちゃ」かつ「イケメン」という印象が強く，自由奔放で，女性に対する愛情が深

いと解釈されていると思われる。

　男性有名人のイメージＡ～Ｄの，特徴的な分布の傾向として，「Ｃヒーロー」と定義した男

性は第３因子がマイナス側に多く分布しており，女性を束縛する男性を許容する被験者から支

持されている。前述の「Ａ優等生」とは対照的に，「Ｃヒーロー」の男性は，「少年っぽい・や

んちゃ」のイメージが強いことから，自立していない若い男性から，頼られたい，世話を焼き

たいという意識が強く，言い換えれば母性が強い女性であるといえる。

　図４－２より，イメージ評価カテゴリーＥ～Ｇの分布を見ると，「Ｇ純粋男子」と評価された男

性有名人は，第３因子，第４因子共にプラスの領域に多く分布している。草食系だが女性に誠

実な「Ｇ純粋男子」は，被験者の女性から，女性を束縛しないが，金銭感覚がしっかりしてい

る，いわゆる「日本的理想の夫」であると評価されているといえる。

　「Ｆプレイボーイ」と評価された男性有名人は，第３因子がプラス側に多く分布している。

男性に束縛されることを嫌う女性被験者は，「肉食系男子・遊び人」というイメージを持つ男

性有名人を好きだということである。誠実さよりも，自身の自由を優先しているといえる。

　「Ｅ男の中の男」と評価された男性有名人は，第４因子がマイナス側に多く分布している。

すなわち，経済観念の強い男性を許容できない被験者は，男らしく，女性に誠実なイメージが

ある有名人の名前を挙げている。これらの被験者にとって，経済観念が強い（＝几帳面で神経

質な）男性よりも，おおらかで気前の良い男性が理想なのではないだろうか。

４．ま　　と　　め

　女子大生を対象に，好きな男性有名人とそのイメージについての官能評価を行い，理想の男

性像に関する意識との関係について考察した結果，以下のことが明らかになった。

 （１）「好きな男性有名人のイメージ評価」について因子分析を行った結果，「知的因子」「イケ

メン因子」「男らしさ因子」「誠実さ因子」の４因子が抽出された。

 （２）被験者が持つ男性有名人のイメージは，俳優の場合は，ドラマや映画の中で演じた役柄の

印象が反映される傾向が強い。特に若手俳優の場合，学園青春ドラマの影響が強く，若い

女性が不良っぽい男性に憧れる傾向が見られる。

 （３）男性アイドルのファンの場合，身近で親しみやすいイメージの男性を好む傾向がある。

 （４）正義感の強い役柄（刑事，医者，弁護士等）を演じた俳優に対しては，女性に対しても誠
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実であるというイメージを持ちやすい傾向がある。

（５）頼りないイメージの男性であっても，女性に対して誠実で一途なイメージのある男性は，

被験者の女性から支持される傾向が強い。

（６）好きな男性有名人のイメージと，理想の男性像に関する意識との関係を考察した結果，知

的だがモテないイメージの，いわゆる「優等生」タイプの男性有名人が好きな被験者は，

おしゃれに無頓着で女性に消極的な草食系男子を許容する意識が高いことがわかった。

（７）知的で大人っぽく，女性にモテるイメージを持つ男性有名人を好きな被験者は，優柔不断

な草食系男子を許容できない傾向が強い。

（８）「少年の心を持ったイケメン」の男性有名人が好きと回答した被験者と，「浮気性で肉食系

男子」である「プレイボーイ」のイメージを持つ有名人を好きと回答した被験者は，共に

おしゃれに関心が高い男性を許容する意識が高い。反対に，おしゃれな男性を許容できな

い被験者は，女性との交際に消極的な男性を好む傾向が強く，外見よりも性格や人柄を重

視している。

 （９）「優等生」（女性にモテない大人）の男性有名人が好きと回答した被験者と，「プレイボー

イ」（肉食系で遊び人）の男性有名人が好きと回答した被験者は，共に男性に束縛されたく

ないという意識が強い等，好きな男性のイメージは正反対であるが，理想の男性像に共通

点が見られた。

（１０）少年っぽい男性有名人を好む被験者は，束縛する男性を許容する傾向が強いことから，

男性から頼られたい，世話を焼きたいという意識が強く，母性が強い女性であるといえる。

（１１）「純粋男子」（草食系男子・女性に誠実）のイメージを持つ有名人を好きと回答した被験

者の理想像は，「日本的理想の夫」（＝女性を束縛しない＆金銭感覚がしっかりした男性）

であった。

　最後に，アンケートにご協力いただいた皆様へお礼を申し上げます．

注

注１：松山ケンイチ：『デスノート前・後編』（映画，２００６年），『デトロイトメタルシティ』（映画，２００８年），
『平清盛』（NHKテレビ，２０１２年），『ど根性ガエル』（テレビドラマ，２０１５年）に出演２）

注２：櫻井翔：男性アイドルグループ「嵐」のメンバー，慶應義塾大学卒業，『NEWS ZERO』のキャス
ター（２００６年～）

注３：『ごくせん』３），日本テレビ系ドラマ２００２年～，三浦翔平，成宮寛貴，小池徹平，が出演，　『ROOKIES』４）， 
TBS系テレビドラマ２００８年，市原隼人，佐藤健　が出演

注４：「ツッパリ（つっぱり）ブーム」：『横浜銀蝿』（ロックバンド，１９８０年デビュー），『なめ猫』（キャラ
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クター，１９８０年），『ホットロード』（日本の少女漫画，紡木たく著，１９８６年～１９８７年，集英社），
『ビーバップ・ハイスクール』（漫画１９８３年～２００３年，講談社）（映画１９８５年～１９８８年）

注５：『嵐』：日本の男性アイドルグループ，ジャニーズ事務所所属，１９９９年デビュー，メンバーは，大野智，
櫻井翔，相葉雅紀，二宮和也，松本潤の５名

注６：水嶋ヒロ５）：『仮面ライダーカブト』（テレビ朝日系，２００６年），
佐々木蔵之介６）：『離婚弁護士』（フジテレビ系２００４年～２００５年），『大河ドラマ　風林火山』（NHK，
２００７年），『ハンチョウ～安積班～シリーズ』（TBS系ドラマ，２００９年～２０１３年），『医龍─ Team Medi-
cal Dragon ─』（フジテレビ系２００６年～２０１４年）
木村拓哉：『HERO』７）（フジテレビ系：２００１年～２０１４年，映画２００７年，２０１５年），
市原隼人８）：『ウォーターボーイズ２』（フジテレビ系２００４年），『ROOKIES─ルーキーズ─』（TBS系
２００８年），『ワイルドライフ　国境なき獣医師団 R.E.D』（NHK２００８年），
竹野内豊９）：『BOSS』（フジテレビ系２００９年，２０１１年），『利家とまつ～加賀百万石物語～』（NHK大
河ドラマ，２００２年）

注７：『花より男子』（TBS系２００５年，２００７年，映画２００８年）：松本潤（道明寺司役），小栗旬（花沢類役），
松田翔太（西門総二郎役）で出演
成宮寛貴１０）：『NANA２』（映画，２００６年，寺島伸夫役），『ごくせん THE MOVIE』（映画，２００９年）

注８：『an・an』１１）「好きな男ランキング」：福山雅治（１９９９年～２００８年２位），松本潤（２００８年４位），山下
智久（２００８年６位），小栗旬（２００８年９位）

注９：小池徹平１２）：『シバトラ～童顔刑事・柴田竹虎～』（フジテレビ系，２００８年～２０１０年，少年係新米刑
事の柴田竹虎役；中学生にしか見えない外見の刑事），『おひとりさま』（TBS系，２００９年，臨時教師，
草食系男子役）
岡田将生１３）：『オトメン（乙男）～夏～』『オトメン（乙男）～秋～』（フジテレビ系２００９年）
妻夫木聡１４）：CM『トヨタ自動車・未来のドラえもん編（２０１１年）』；野比のび太３０歳役，CM『ロト
７』（２０１３年～）；サラリーマン役
瑛太１５）：CM『住友生命「仕事で １ UP」シリーズ』１６）のサラリーマン役

注１０：TAKAHIRO１７）：日本のダンス＆ボーカルユニット EXILE，ACE OF SPADESのボーカル
注１１：ジョニー・デップ：アメリカ合衆国の俳優，代表作『シザーハンズ』（１９９０），『パイレーツ・オブ・

カリビアン』（２００３・２００６・２００７・２０１１），『チャーリーとチョコレート工場』（２００５）
注１２：木村拓哉：男性アイドルグループ SMAPのメンバー。「キムタク」の愛称で知られる。
注１３：向井理１８）：俳優，明治大学農学部生命科学科卒業，代表作『連続テレビ小説　ゲゲゲの女房』（NHK，

２０１０年）
注１４：速水もこみち１９）：俳優，趣味「料理」，レシピ本『速水もこみちが作る５０の料理　きみと食べたら，

きっと美味しい。』（マガジンハウス，２０１０）。
注１５：木村拓哉は，バラエティ番組『SMAP×SMAP』２０）の料理コーナー「ビストロスマップ」において料

理の腕をふるっている。向井理は味の素の CM２１）において，料理のレシピを紹介している。速水も
こみちは，日本テレビ系『ZIP!』２２）において「MOCO’Sキッチン」（２０１１年４月～）を担当している。
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